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国の臨時特例減額措置（平均７．８％削減）に準じた

地方公務員賃金の削減阻止にむけた諸行動について（２）
日頃のご活動に心より敬意を表します。

新たに誕生した自公政権は、国家公務員の臨時特例法による独自削減を地方公務員にも押しつけようと、今年１月24日に「地方公務員給与について国に準じた措置を講じるよう要請する」などとした内容の閣議決定を行いました。
そのような中青年部では、北海道夏期交流集会実行委員会ニュースに独自削減実損額計算表を掲載し、各地本春闘討論集会の分散会などで実損額計算に取り組んできました。仲間からは、「計算することで初めて危機感や怒りを覚えた」「これ以上削減されると生活できなくなる」などの気付きや怒りの声があげられています。私たちの生活実態や思いを無視した賃金削減をさせないためにも、青年部が主体的に取り組むことが必要です。先日３月１日から３日にかけて開催した道本部青年部第３回幹事会では、そうした総括を踏まえ、青年部としての取り組み実施及び内容を決定しています。

つきましては、地方公務員賃金引き下げを阻止するためにも、全単組・総支部での取り組みとなるよう宜しくお願いします。
記

１　「地方公務員賃金削減反対！請求書」行動
（１）実施概要

　　　各青年組合員が実損額計算に取り組み、計算によって出された金額を各単組で集計し、地本を経由して、道本部へ提出する。道本部は全道分の実損額を取りまとめ、総務大臣あて提出する。
（２）実施方法

　　ア　単組

　　　・各組合員は別紙１の計算表を用いて、独自削減額を算出します。

・算出された額を別紙２（署名方式）に記載するとともに、独自削減額や今回の提案などについて率直に思うことを記載します。
・別紙２を集約後、地方本部青年部四役若しくは幹事を通して、地方本部青年部へ提出します。なお、単組役員は、可能な限り、集約した別紙２を役員会や幹事会などで共有し、金額の集計結果や仲間の声について率直にどう思うのか、何をしていかなければならないのかといったことなどを討論してみましょう。
　　イ　地方本部

・各単組から提出された別紙２をコピーし、地方本部で保管してください。また、原本は単組ごとに分けて道本部へ送付してください。なお、地本幹事会等でも、集約した別紙２で出された金額の集計結果や仲間の声について率直にどう思うのか、何をしていかなければならないのかといったことなどを討論してみましょう。
・別紙２及び別紙３は、道本部青年部の牧野若しくは高山に送信してください。
（３）取り組み実施期間

　　ア　単組から地方本部へ　　　３月26日（火）

　　イ　地方本部から道本部へ　　３月29日（金）

　　　

２　「自治体首長あて要請書」行動
（１）実施概要

　　　中央本部青年部から提起された取り組み。各単組青年部で、国家公務員賃金7.8％削減を自治体当局として提案しないよう首長あて要請するもの。
（２）実施方法

　　　各単組青年組合員は別紙３の要請書に賃金削減等に対する思いを記載し、単組役員が集約後、一括して自治体首長あて提出してください。なお、基本組織でも第一次道本部統一行動日を4月26日として、たたかいを進めていきますので、要請書の提出は基本組織との連携を密にしながら進めてください。
実施後、単組役員は別紙４を道本部青年部の牧野若しくは高山に送信してください。なお、地方本部青年部四役若しくは幹事を通して、地方本部青年部にも提出願います。

３　その他

　　各単組で取り組み方法などについて議論し、創意工夫して取り組んでください。

　例）上記１で集約したものをコピーし、上記２の要請書提出時に併せて提出するなど。

※　不明な点等ありましたら、青年部の牧野・高山までご連絡下さい。
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